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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月10日(2016.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１０】
　更なる態様では、本発明は、処理された表面上への硬水スケールの堆積を防止しながら
、基材表面へ、洗浄剤組成物を適用することを含む、洗浄方法を提供し、ここでこの洗浄
剤組成物は、ホスフィノコハク酸ならびに、アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属炭酸塩
、アルカリ金属メタケイ酸塩、アルカリ金属ケイ酸塩および／またはそれらの組み合わせ
を含むアルカリ性源を含み、この洗浄剤組成物は、表面上への硬水スケールの形成、沈殿
および／または堆積を防止するのに有効である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　有用なノニオン性界面活性剤は、一般に有機疎水基および有機親水基の存在によって特
徴付けられ、そして典型的には、親水性のアルカリ酸化物部分を備えた、有機脂肪族、ア
ルキル芳香族または、ポリオキシアルキレン疎水性化合物の、親水性のアルキレンオキシ
ド部分との縮合によって生成され、親水性のアルキレンオキシド部分は一般的な方法では
、エチレンオキシドまたはその多水和生成物、ポリエチレングリコールである。実際に、
反応性の水素原子とともに、ヒドロキシル、カルボキシル、アミノ、またはアミド基を有
するいずれかの疎水性化合物は、エチレンオキシド、またはその多水和付加物、またはそ
のアルコキシレン、例えばプロピレンオキシドとの混合物と縮合することができて、ノニ
オン性界面活性剤を形成する。いずれかの特定の疎水性化合物と縮合される親水性のポリ
オキシアルキレン部分の長さは、容易に調整することができて、親水性と疎水性の間の平
衡の所望の度合いを有する、水分散性または水溶性の化合物を生成する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホスフィノコハク酸湯導体；および、
　アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属メタケイ酸塩、および／ま
たはアルカリ金属ケイ酸塩を含むアルカリ性源、
を含んでなる洗浄剤組成物であって、該洗浄剤組成物の使用溶液が、９～１２．５の範囲
のｐＨを有する、洗浄剤組成物。
【請求項２】
　水溶性ポリマーを更に含む、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　前記水溶性ポリマーが、ポリカルボン酸および疎水性に変性されたポリカルボン酸から
なる群から選択される、請求項２記載の組成物。
【請求項４】
　ノニオン性界面活性剤を更に含む、請求項１記載の組成物。
【請求項５】
　前記ノニオン性界面活性剤が、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、またはエチレ
ンオキシドとプロピレンオキシドの組み合わせを含む、請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　前記ホスフィノコハク酸誘導体が、１：１～２０：１のコハク酸のリンに対する比率を
有する、少なくとも１０モル％の付加物を含む、請求項１の組成物。
【請求項７】
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　前記ホスフィノコハク酸誘導体が、ホスホノコハク酸ならびにモノ－、ビス－およびオ
リゴマーホスフィノコハク酸付加物の組み合わせである、請求項１記載の組成物。
【請求項８】
　前記ホスホノコハク酸（Ｉ）ならびに、モノ－（ＩＩ）、ビス－（ＩＩＩ）およびオリ
ゴマー（ＩＶ）ホスフィノコハク酸付加物が下記の式、
【化１】

【化２】

【化３】

【化４】

式中、Ｍは、Ｈ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋、およびそれらの混合物からなる群から選択

され、ｍとｎの和は、２よりも大きい、
を有する、請求項７記載の組成物。
【請求項９】
　前記使用溶液が、１００～１５００ｐｐｍのアルカリ性源、５～５００ｐｐｍのホスフ
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ィノコハク酸誘導体を含み、かつ９～１２．５の範囲のｐＨを有する、請求項１記載の組
成物。
【請求項１０】
　ホスホノコハク酸ならびにモノ－、ビス－およびオリゴマーホスフィノコハク酸付加物
を含むホスフィノコハク酸誘導体；
　アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属メタケイ酸塩、および／ま
たはアルカリ金属ケイ酸塩を含むアルカリ性源；ならびに、
　界面活性剤、
を含んでなる洗浄剤組成物であって、該洗浄剤組成物の使用溶液が、９～１２．５の範囲
のｐＨを有する、洗浄剤組成物。
【請求項１１】
　前記界面活性剤が、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、またはエチレンオキシド
とプロピレンオキシドの組み合わせを含むノニオン性界面活性剤である、請求項１０記載
の組成物。
【請求項１２】
　前記ホスホノコハク酸（Ｉ）ならびに、モノ－（ＩＩ）、ビス－（ＩＩＩ）およびオリ
ゴマー（ＩＶ）ホスフィノコハク酸付加物が下記の式、
【化５】

【化６】

【化７】
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【化８】

式中、Ｍは、Ｈ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋、およびそれらの混合物からなる群から選択

され、ｍとｎの和は、２よりも大きい、
を有する、請求項１１記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、１～９０質量％のアルカリ性源、０．０１～４０質量％のホスフィノコ
ハク酸誘導体、および０．１～４０質量％の界面活性剤を含む、請求項１０記載の組成物
。
【請求項１４】
　前記洗浄剤組成物使用溶液が、１００～１５００ｐｐｍのアルカリ性源、１～５００ｐ
ｐｍのホスフィノコハク酸誘導体、１～５０ｐｐｍのノニオン性界面活性剤を含み、かつ
９～１２．５のｐＨを有する、請求項１３記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が、１０～８０質量％のアルカリ性源、１～２０質量％のホスフィノコハク
酸誘導体、および１～１０質量％の界面活性剤を含む、請求項１０記載の組成物。
【請求項１６】
　前記ホスフィノコハク酸誘導体が、１：１～２０：１のコハク酸のリンに対する比率を
有する、少なくとも１０モル％の付加物を含む、請求項１０の組成物。
【請求項１７】
　処理される表面上への硬水スケールの堆積を防止しながら、基材表面へ、洗浄剤組成物
を適用することを含んでなる、洗浄方法であって、該洗浄剤組成物は、
　ホスフィノコハク酸ならびに、アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属炭酸塩、アルカリ
金属メタケイ酸塩、アルカリ金属ケイ酸塩およびそれらの組み合わせからなる群から選ば
れたアルカリ性源を含む、方法。
【請求項１８】
　前記表面が、プラスチック、金属および／またはガラス表面である、請求項１７記載の
方法。
【請求項１９】
　前記使用溶液が、器物洗浄機の内部で生成される、請求項１７記載の方法。
【請求項２０】
　前記洗浄剤組成物の使用溶液を生成させる工程を更に含み、該洗浄剤使用溶液が、９～
１２．５の範囲のｐＨを有する、請求項１７記載の方法。
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